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こ
の
日
は
雨
天
で
の
挙
式

と
な
っ
た
が
、
卒
業
生
は
教

職
員
・
保
護
者
ら
に
見
守
ら

れ
、
高
校
生
活
の
懐
古
と
将

来
へ
の
期
待
が
入
り
混
じ
っ

た
表
情
で
式
に
臨
ん
だ
。 

 

卒
業
生
は
担
任
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
名
前
を
呼
ば
れ
、
学
科

の
代
表
者
が
校
長
か
ら
卒
業

証
書
を
授
与
さ
れ
た
。 

 

式
辞
で
校
長
は
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
は
「
Ａ
Ｉ
（
人
工

知
能
）
を
使
わ
な
い
こ
と
は

あ
り
え
な
い
」
と
し
、
だ
か

ら
こ
そ
「
あ
な
た
た
ち
一
人 

さらば、膳所高校 

膳
高
を
旅
立
つ ▲校長式辞のようす。卒業生らは前日３月２日に同窓会入会式を済ませている。 

一
人
の
人
格
や
個
性
が
も
っ

と
重
要
に
な
っ
て
く
る
」「
デ

ジ
タ
ル
化
が
進
め
ば
、
も
っ

と
た
い
せ
つ
な
の
は
そ
の
義

技
術
を
扱
う
人
間
」
と
話
さ

れ
た
。
ま
た
、
卒
業
生
に
送

る
金
言
と
し
て
「
こ
れ
ま
で

は
こ
れ
か
ら
が
決
め 

る
」
の
言
葉
で
式
辞 

を
締
め
く
く
っ
た
。 

最
後
に
、
吹
奏
楽
班 

に
よ
る
伴
奏
と
共
に 

卒
業
生
の
歌
お
よ
び 

校
歌
が
歌
わ
れ
、
式 

典
は
終
了
し
た
。 

発行 膳所高校新聞班 

▲卒業生たちにとっては最後の登校。この日は雨の中での式典となった。 

 

 

「
膳
髙
新
聞
」
特
別
号
外
を
お
読

み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
校
長
先
生
の
式
辞
を
聞
い
て
い

て
感
じ
た
の
で
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
・

Ａ
Ｉ
の
時
代
で
は
「
技
術
を
扱
う
人

間
」
の
あ
り
方
が
大
事
な
の
だ
な
、

と
思
い
ま
し
た
。
在
校
生
が
感
動
し

て
い
る
の
は
変
で
は
あ
り
ま
す
が
、

考
え
る
こ
と
の
多
い
お
話
で
し
た
。 

 

そ
れ
で
は
、
３
月
号
も
お
楽
し
み

に
！
（
中
西
） 

▼吹奏楽班による入場曲の演奏 

 

在校生も参加 

▲式会場の設営作業を行う在校生 

▲いざ入場！  

２０２６. 

３.１０ 

ま
た
、
卒
業
す
る
３
年
生
を

送
別
す
る
催
し
を
行
う
班
も

あ
っ
た
。 

 

４
月
を
も
っ
て
現
在
の
二

年
生
は
受
験
学
年
と
な
り
、

一
年
生
は
学
校
の
中
心
た
る

二
年
生
に
進
級
す
る
。
膳
高

の
新
た
な
歴
史
を
創
っ
て
ゆ

く
の
は
私
た
ち
だ
。 

暖かい拍手の中 

退場する卒業生ら▶ 

 

式
典
の
後
は
、
教
室
に
集

ま
っ
て
同
級
生
と
の
最
後
の

時
間
を
楽
し
ん
だ
り
、
会
場

入
口
記
念
撮
影
を
し
た
り

し
、
卒
業
式
の
余
興
に
浸
る

卒
業
生
の
姿
が
み
ら
れ
た
。 

ま
た
、
三
年
生
を
送
別
す
る

催
し
を
行
う
班
も
あ
っ
た
。 

未来への飛翔 
▼参列する保護者ら  

▲3 年生が卒業

し、「祝卒業」の

黒板アートが残

るのみとなった

HR 教室。=撮影

日：３月９日 

309 教室= 

74期生 

３
月
３
日
（
火
）
、
膳
所
高
校
７
４
期
生
の
卒
業
証
書
授
与

式
が
挙
行
さ
れ
た
。
普
通
科
３
１
２
名
・
理
数
科
４
０
名
の
計

３
５
２
名
が
膳
高
を
旅
立
っ
た
。 

編
集
後
記 

 


